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糖尿病対策委員会の現状と未来

三　宅　仁　美

は じ め に

糖尿病対策委員会は平成27年に設立され、現在、診
療局２名、看護部３名、医療技術部薬剤科１名、医療
技術部栄養管理科１名、医療技術部リハビリテーショ
ン技術科１名、医療技術部検査技術科１名、健康管理
センター保健推進課１名、事務部総務課１名の委員11
名で構成される委員会である。糖尿病患者の療養生活
支援、院内スタッフへの教育、地域住民への啓発活動、
地域医療従事者へ向けての教育など糖尿病対策に関す
ることを中心に活動している。

糖尿病サポートチーム

糖尿病対策委員会の中には糖尿病サポートチームが
置かれ、医師、管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師、
療法士、保健師、糖尿病療養指導士、さらに各部署か
ら選出された看護部のスタッフがメンバーとなってい
る。糖尿病サポートチームの活動内容は、糖尿病教育
入院に対しての指導を各コメディカルで実施しカン
ファレンスで統一したケアを提供すること、糖尿病対
策に対する院内学習会を開催すること、地域に向けて
の講演会・学習会を開催すること、糖尿病教室の運営
を行うことであり、毎月１回サポートチーム会を開催
している（図１）。

今後にむけて

糖尿病の患者数は年々増加しており、65歳以上で
は、糖尿病が強く疑われる人が５人に１人といわれて
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いる。当院の内科以外の入院患者でも併存疾患として
糖尿病がある患者は多く、病院スタッフにも糖尿病の
基礎知識を持つことが求められている。より質の高い
医療を提供するために各部署の糖尿病サポートチーム
のメンバーは中心的な役割を果たしている。
今後は患者教育・地域に向けての啓発活動に加えて、
地域の診療所との連携なども積極的に行っていきたい
と考えている。
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委員会の現状

図１　糖尿病教室のパンフレット
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